
ジニ係数の説明,2021/5/3

ジニ係数の説明のための仮設例

世帯の所得額の仮設例

完全に平等 格差あり 累積世帯数 累積所得額（平等） 累積所得額（格差あり）
0 0 0 0

世帯1 20 5 1 20 5
世帯2 20 10 2 40 15
世帯3 20 20 3 60 35
世帯4 20 45 4 80 80

累積世帯数―→
累積所得額―→

家計の所得が完全に平等ならば、累積所得額の増加は右上がりの直線になる。
家計の所得に不平等があると、累積所得額の増加は下に凸の曲線になる。
不平等度が大きいほど、増加の形は右上がりの直線よりもっと下に凸の曲線に。
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